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◎富山県美術館ロゴマーク決定

富山県美術館のロゴマークは美しい空と海

◎ロゴマーク
TOYAMA の頭文字である T でありながら、
A と D で構成されている。上の部分の明
るいブルーは白く輝く立山が映える空を、
下の D の部分は富山湾の深いブルーを表
現し、富山の美しさを内包するマークと
なっている。
◎ロゴタイプ
ロゴマークの形状を踏まえ、デザイン的な
美しさや既存の美術館との差別化を考慮し
縦型となっている。

◎制作
グラフィックデザイナー　永井一正氏　
永井氏は、札幌冬季オリンピックやアサヒ
ビールなど誰もが知るシンボルマークを数
多く手がけ、グラフィックデザインの世界
で圧倒的な知名度を誇るデザイナーであ
り、世界への発信力・注目度も極めて高い。
近代美術館開館以来、展覧会ポスターや図
録等の企画展印刷物を永井氏のデザインで
一貫して制作しており、富山県美術館は、
近代美術の蓄積を継承して美術館活動を展
開することから、これまでの活動を象徴す
る永井氏に制作を依頼した。
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富山県美術館のロゴマーク及びロゴタイプが決定しました。制作は、日本を代表するグラフィックデザ
イナー永井一正氏。来年 8月 26日（土）開館を目指し、いよいよ準備は佳境に。生まれ変わる美術館
にご注目ください。
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◎富山県美術館 PR イベント
ART PICNIC! アートピクニック
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　アートとデザインという２つのコンセプトを融合しながら、新たな未来に向けて動き始めた富山県
美術館。アートとデザインをつなぐ新しい美術館を、様々な角度からプレ体験できるイベントを、
10 月 8 日（土）－9日（日）の 2日間にわたって開催します。
　会場は富山県美術館建設現場のある富岩運河環水公園。開放的な空間にアートマーケットやワーク
ショップのテントが立ち並び、発表されたばかりのロゴマークをイメージした装飾が会場を空と海の
青で彩ります。
　広場の中央には富山県美術館紹介コーナーが設けられ、新しい美術館の情報のほか、学芸員による
蔵出し生情報をリレートーク。学芸員だから知っている作家のエピソードや展示の裏ワザ、引越し前
の今だからこそ聞ける話など、アートを楽しむヒントが満載。出演アーティストとのトークも展開し
ます。また、建設中の美術館を巡る現場見学会も開催。建築家内藤廣の新しいチャレンジがつまった
美術館をいち早く体感できます。

公開制作・ダンス・ラップミュージックまで！

　珍しいキノコ舞踊団（ダンスカンパニー）、島地保武（ダンサー）、KAKATO（環 ROY× 鎮座
DOPENESS　ラップユニット）のパフォーマンスに加え、teamLab Architects の浜田晶則 ( 建築家）
や CHALKBOY（チョークアーティスト）によるワークショップでは、来場者と一緒にイベント会場
を装飾。また期間中、淺井裕介（アーティスト）による公開制作が行われ、まさにアートが生まれる
現場をライブで楽しめます。
　さらに、学生 × 美術館コラボでは、アートやデザイン、建築を学ぶ学生たちによるワークショッ
プが盛りだくさんに展開されます。隣接するサンフォルテ内には、とやまの木の公園が登場。遊びな
がら、アートやデザインを存分に楽しめる 2日間です。

アートを、デザインを、もっと遊ぼう

ART PICNIC! 開催
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富山県美術館 PR イベント
ART PICNIC!
日時：10月 8日（土）　10:00 ～ 18:30
　　　10 月 9日（日）　10:00 ～ 16:00
会場：富岩運河環水公園親水広場　参加無料

〒939-8063富山県富山市小杉120　　Tel：076-428-9166　　Mail：info@pcojapan.jp

◎貴媒体でのご紹介・取材をご検討くださいますようお願い申し上げます。 富山県文化振興課 富山県美術館整備班

お問合せ（プロモーション担当）

株式会社 PCO

浜田晶則　建築家
teamLab Architects の建築家と
一緒にイベント会場を飾るワー
クショップを開催

CHALKBOY　アーティスト
チョークアートでイベントタイ
トルサインを描くワークショッ
プを開催

珍しいキノコ舞踊団
ダンスカンパニー

様々な空間で立ち上がるダンス
を観客と一緒に楽しむ彼ら。今
回はオノマトペな演出が！

島地保武　ダンサー
興味・感動・好奇心をダンスで
表現する島地保武が、収蔵作品
から受けたインスピレーション
を表現する！

KAKATO
( 環 ROY×鎮座 DOPENESS）
ラップユニット

日本が誇る天才ラッパーが生ま
れ変わる美術館に出会う！

淺井裕介　アーティスト
身近な素材を用いて自然や生き
物たちの姿を描き出す淺井裕介。
広場を舞台に何を描くのか、乞
うご期待

有限会社エピファニーワークス
担当： 荻布裕子（yuko@epiphanyworks.net、TEL:090-2838-0098） 
　　　 林口砂里（sari@epiphanyworks.net、090-9760-4266）
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美術館の未来を語る、国際シンポジウム開催！

　アートとデザインという２つのコンセプトを明確にしながら、新たな未来を模索し始めた美術館。
その可能性をさらに広げるために、様々な活動を展開しています。その一つが、11月22日に開催され
る国際シンポジウム。「デザインが未来を拓く」をテーマに、ニューヨークからミュージアム オブ 
アーツ アンド デザインのグレン・アダムソン館長をゲストに迎えるほか、国内からは日本科学未来
館の展示企画開発課長としてアート・テクノロジー・デザインが融合するユニークな展示で話題を
集めている内田まほろ氏を迎え、従来の展示にとどまらない美術館の可能性を考えていきます。
　さらにパネルディスカッションでは、武蔵野美術大学教授の柏木博氏をコーディネーターに、デザ
インとアートの未来を展望。サブカルチャーがアートとしての存在感を放つ現代、伝統工芸がインダ
ストリアルデザインを育て、グラフィックを刺激してきた富山において、何が生み出されるか。アー
トとデザイン、インダストリアルとグラフィック、歴史と未来。多彩な２重らせん構造の中には、次
に訪れる時代の息吹が、常に生まれ続けています。

完成予想図

富山県美術館、2017年8月26日（土）開館！
ピカソ、ミロ、ウォーホール、草間彌生など、20世紀から今日までを代表する有数のアートコレ 
クションを誇る富山県立近代美術館。開館以来30年の歴史を誇る世界ポスタートリエンナーレト
ヤマなど、国内外のデザイナーからも注目を集め続けてきた美術館は今、「富山県美術館」と名称
も新たにし、移転リニューアルオープンに向けて、その槌音を響かせています。  

新しい美術館の設計は内藤廣氏。富岩運河環水公園という、運河の記憶を残す公園の一角に、出航 
を待つ巨大な船のような造形が姿を現します。建物の東向きの一面は、すべてガラスで覆われ、立
山 連峰に大きく開かれた空間に。 

建物の屋上は、まるで公園がそのまま続いているかのような芝生広場。ふわふわ、ぐるぐる、ひそ 
ひそなど、たくさんの「オノマトペ」であふれた遊具が、子どもたちの創造力を掻き立てます。こ
のアー トディレクションは佐藤卓氏。階下にはアトリエが設けられ、子どもたちは、わきたつ心
そのままに 自由な創作体験を手に入れることができます。 アートとデザイン。2つの大きな軸を持
つこの美術館は、近代から未来へと創造のDNAをつなぎつつ、これまでに見たことのない世界へ
漕ぎだそうとしています。  


